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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

人間生活はさまざまな物質によって成り立っており、それらはそれぞれの物質の特性や特徴を生

かすことによって利用されています。化学という学問によって、これまでの人類の発展にどのよう

に寄与してきたか、現在の人間生活にどのようにかかわり、我々が恩恵を受けているかを確認し、

今後どのように発展させていくべきかを考えてください。物質をよく知ることにより、現代社会を

より広い視野で捉え、的確な判断を下すことができるようになるでしょう。また、観察や実証の仕

方を理解することで目の前にある課題を解決する方法を見つけ出すこともできるようになるでし

ょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１．自然の事物・現象に関することを題材にして、基本的な概念、原理、法則を理解すること。 

２．実験や観察を通して、科学的な自然観を身に着けること。 

３．物質をよく知ることにより、現代社会をより広い視野で捉え、的確な判断を下すことができ 

るようになること。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身の回りの物質に関

心を持ち、化学の発展

と人間生活との関係

を意欲的に調査･探求

して、科学的な見方･

考え方を身につけよ

うとする。 

物質の成り立ちにつ

いて問題を見出し、実

験・観察･調査を行う

とともに、物事を実証

的・論理的に考察した

り分析したりするこ

とにより、総合的に判

断し、それを表現する

ことができる。 

物質の成り立ちや特

性について調査・実

験・観察の技能を習

得するとともに物質

と人間生活の関係を

調査研究する方法を

身につけ、そこから

導き出された考えを

的確に表現すること

ができる。 

身の回りの物質に関

して、人間が時間を

かけて獲得した知識

の有用性を理解する

とともに、知識を獲

得する方法について

も理解し、適切に利

用することができ

る。 

評
価
方
法 

 

探究活動 

 

行動観察 

 

探究活動 

 

定期考査の結果 

 

探究活動 

 

定期考査の結果 

 

レポート 

 

定期考査の結果 

 

探究活動 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元

名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１ 
 

学 
 

期 

 

化
学
と
人
間
生
活 

 

 

化学と人間生活 

 

 

 

 

○ 

  

 

○ 

 

 

○ 

a:現代化学に至るまでの流れについて

興味を持つ。 

b:発展の過程を通して科学的に思考。 

c:過程や結果を的確に記録、整理する。 

d:化学の生活への貢献を理解する。 

探究活動 

行動観察 

記録・記述 

定期考査 

１ 
 

 

学 
 

 

期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

 

 

物質の構成 

 

物質の構成粒子 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:元素や原子について興味を持つ。 

b:物質の分類ができる。原子の構造を

理解し、電子配置から元素の特性を

判断できる。 

c:物質の状態を構成原子のモデルで説

明できる。 

d:元素の特性を電子配置から理解。 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

２ 
 

学 
 

 

期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

 

 

粒子の結合 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:身の回りのイオン結合の物質や共有

結合の物質に関心を持つ。 

b:粒子の結びつきを原子の特性の違い

から理解する。 

c:組成式や分子式で物質を表現する。 

d:粒子間の結びつき方と物質の特性を

を理解する。 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

２ 
 

学 
 

期 

物
質
の
変
化 

 

 

物質量と化学反応式 

 

 

酸と塩基の反応 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:物質量という概念や酸と塩基の反応

に興味を持つ。 

b:酸と塩基の物質を定義から判断。 

c:正しく化学反応式を書き、酸や塩基

の強さをｐＨの値で判断できる。 

d:化学反応式の係数から量的関係を読

み取り、酸、塩基をｐＨで判断する。 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

３ 
 

学 
 

期 

物
質
の
変
化 

 

 

 

酸化還元反応 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:酸化と還元を酸素や電子の授受から

考え、酸化数について関心を持つ。 

b:酸化数を求めることができる。 

c:金属のイオンになりやすさを実験結

果から判断することができる。 

d:電子の授受が酸化還元の本質である

ことを理解している。 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

 


